
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①アイヌ文化
の振興

・伝承者の高齢化などからアイヌ
語やアイヌ文化の継承・保存が
急務

・道民への理解の促進を図ること
が必要

○ウポポイの魅力について情報発信
○「イランカラプテ」ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの推進
○アイヌ伝統工芸と現在デザインが融合
した商品の開発

《ウポポイの開業延期に伴う、PRｲﾍﾞﾝﾄ
等の関連事業が一部中止》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②教育分野に
おける文
化・芸術活
動の振興

・文化に対する関心や期待が高ま
っている

・各地域における文化財の活用方
策に課題

・縄文遺跡群の世界遺産への登録
が期待されている

○文化財の調査・保存・活用の推進
○アイヌ民俗文化財の調査・保存・伝承
活動の推進

○民俗芸能伝承フォーラムの開催
○「縄文夏まつり」の開催など普及啓発
事業を実施

概ね順調
に展開

③北海道独自
の歴史・文
化の発信と
継承

・縄文遺跡群の、早期の世界遺産
登録に向けての取組推進が必要

・文化に対する関心や期待が高ま
っている

・北海道みんなの日は、まだ十分
に定着したとは言えない状況

○縄文文化に係るセミナー・フォーラム
の開催

○北海道開拓の村の整備
○市町村や企業等と連携した道みんの日
のPR

《博物館の臨時休館、ｲﾍﾞﾝﾄの中止等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

北海道独自の歴史・
文化の発信と次代へ

の継承

②教育分野における文
化・芸術活動の振興

（教育庁）

①アイヌ文化の
振興

（環境生活部）

③北海道独自の歴
史・文化の発信と

継承
（環境生活部）

文化財の保存・
活用の推進

本道ならでは
の歴史や文化
を次世代に継
承し、発信

アイヌの人た
ちの伝統や文
化に関する理
解の促進

【政策の方向性と施策の関係】

3 分 野：人・地域

(4)  政 策 の 柱：ふるさとの歴史・文化の発信と継承

A    政策の方向性：北海道独自の歴史・文化の発信と次代への継承

【総合計画の指標】 【関連指標】

施策間連携施策間連携

北海道博物館の利用者満足度（施策③）

提供している展
示内容や施設環
境、利用者サー
ビスなどが概ね
高い水準で維持
されていると考
えられ、目標達
成

(％）
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実績値 目標値

文化財への保存・活用への取組状況（施策②）

啓発活動の成
果により目標
達成。
事業未実施の
市町村に対し
ては引き続
き、重点的に
啓発を実施

(％)
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【ほか３つの関連指標】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

（※）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/1110PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0313PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0314PDC.pdf

